
 

日本製鉄 (株) プロセス研究所，Nippon Steel Corporation, Process Research Labs.,  

キーワード：物質循環，地球環境，農村振興 

水田すき込みされている稲わらの製鉄利用による温室効果ガスの削減 

（すき込み量を変化させた場合の効果の評価） 

GHGs reductions by utilizing rice straw in steelmaking process  

instead of plowing into paddy fields:  

estimation of the effect of varying the amount of plowing 

 

○小林 一暁，吉野 博之，関屋 政洋 

Kobayashi, K., Yoshino, H. and Sekiya, M. 

 

1. はじめに 

わが国の鉄鋼業からは年間 1 億 t 以上の二酸化炭素が排出されており 1)，その削減が求

められている．その一環として，嫌気性分解により高い温室効果を有するメタンを排出し

ているバイオマスを製鉄用炭材として利用することで，大きな温室効果ガス（GHG）削減効

果を得るスキームを検討している．ここではそのようなバイオマスとして，現在は水田に

すき込まれている稲わらに着目し，そのすき込み量を変化させた場合の GHG 削減効果につ

いて試算した． 

2. スキームの考え方と GHG 削減効果 

GHG 発生源として水田と製鉄所に着目すると，現状では「水田にすき込まれた稲わら起

因のメタン」と「製鉄所における石炭起因の二酸化炭素」が排出されている．ここで稲わ

らを水田にすき込まず製鉄所において石炭代替として利用すると両 GHG を削減可能なため，

メタン発生のない一般的なバイオマス利用よりも効率の良い GHG 削減スキームになり得る． 

本スキームの効果試算にあたり，水田におけるメタン排出量は IPCC ガイドライン 2)に従

って計算し，100 年影響の地球温暖化係数（GWP-100）3)を用いて二酸化炭素等量に変換し

た．石炭と稲わらの置換は熱量等価とし，石炭 1 t-dry に対し稲わら 2.2 t-dry とした．

日本における秋すき込み，春すき込み，東南アジア等における二期作の一期目，二期目を

想定した GHG 削減量の試算結果を図 1 に示す．ここではその水田で収穫された稲わら全て

を製鉄利用する，すなわちすき込み量 0 を仮定した．石炭使用に伴う二酸化炭素排出に加

えメタン排出も抑制できる，効率的なスキームと言える． 

 

図 1 

Fig. 1 

提案するスキームの GHG 削減効果（GWP-100 による換算） 

GHGs reductions per ton of coal replaced using GWP-100. 
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3. すき込み量を変化させた場合の評価 

図 1 における石炭置換時の評価ではすき込み量を 0 としたが，稲わら全てを製鉄利用し

すき込み量を 0 とする想定よりも，一部をすき込み，残りを製鉄利用する想定の方が現実

的と考えられる．そこですき込み量を変化させた場合の GHG 削減量を検討した．秋すき込

みを対象にメタン排出量の変化を計算した結果を図 2 に示す．すき込み量の変化に関わら

ず稲わら収量は一定と仮定した．横軸 0 がすき込み量を 0 とした場合，1 が収穫された稲

わら全量をすき込んだ場合であり，すき込み割合の増加に伴いメタン排出量も増加する．

一方，すき込み割合が多い場合，石炭置換に必要な量の稲わらを収集するための水田面積

が増加する（図 2）．これらの影響の総和として，すき込み割合が異なる場合の石炭 1 t-dry

置換当り，すなわちすき込まれる稲わら 2.2 t-dry 削減当りの GHG 排出量が算出される

（図 3）．現状における石炭使用に伴う二酸化炭素排出量は不変であるが，必要な水田面積

が増加するため，現状および石炭置換時ともメタン排出量は増加する．しかしながらその

差である GHG 削減量に関しては，すき込み割合に対する変化が小さいことが分かった． 
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Fig. 2 

稲わらすき込み割合がメタン排出量

および稲わら収集に必要な水田面積

に与える影響 

Effect of straw plowing rate on 

methane emissions and required 

paddy area.  

 図 3 

 

 

Fig. 3 

GHG 削減量に与える稲わらすき

込み割合の影響（GWP-100 による

換算） 

Effect of straw plowing rate 

on GHGs reductions using GWP-

100.  
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